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2023年度（令和 5年度） 

第 2 回 学校関係者評価委員会 議事録 

 

日 時：令和 6年 3月 25日(月) 18：00～19：00 

場 所：福山医療専門学校内 1階 会議室（リモート開催） 

記録者：竹下 順也 

 

出席者：12名 

西川 文雄、濵藤 春暉、仁泉 健太郎、佐近 隆二、曽田 修治、橋本 笑子 

清水 麻住、竹下 順也 

うちリモート参加者：4名 

望月 重伸、灰垣 俊志、住田 祐輝、佐々木 伸樹 

欠席者：1名 

西村 和人 

 

1. 開会挨拶 

仁泉副委員長より挨拶 

 

2. 学校長・委員長挨拶 

濵藤学校長・委員長より挨拶 

今年度を振り返り、各学科より実績報告をいただきたい。その結果および課題、改善方策

について以下の視点から評価を行った。評価委員の皆様からもご意見いただきたい。 

（挨拶の後、議事録作成の指名と議事録署名人の指名があった） 

 

3. 報告事項 

本会議の議長に濵藤学校長、記録者に竹下事務長を指名し、下記の議事審議に入る。 
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議案 1 2023年度（令和 5年度）における実績について、各学科長から実績報告があった。 

 

佐近（作業療法学科 学科長） 

2023年度実績報告について 

【目 標】 

入学生：40名、退学率：6.0％以下、国家試験受験率：100％、国家試験合格率：100％ 

【実 績】 

入学生：14名、退学率：5.3％、国家試験受験率：100％、国家試験合格率：91.4％ 

（国家試験合格率全国平均：91.3％） 

 

入学生について、目標値を大幅に下回った結果となった。前年度は定員に達していたが、

極端な割れ具合には対策が必要である。一番は高校ガイダンスへのアプローチ方法はどうな

のか、広報部だけでしっかりとして PRができているのかしっかり分析しなければならな

い。場合によっては、学科長（教員）が出向き、対話を持った方が効果的であるのであれば

来年度より実施したい。退学率は、1.6ポイント減少しており、学科の手厚い指導の功績で

あると感じる。 

国家試験合格率については、目標通り全員受験を達成することができ、合格率においても

全国平均を上回ることができた。模擬試験の結果は、回数を重ねるごとに平均点を上げるこ

とができた。特に第 3回から第 4回にかけては、15点以上向上することができたことは評価

すべき点である。これも教員の個別指導が細かくできたと感じる。 

現在のカリキュラムについては、「作業療法士」資格取得が最優先であるが、4年間の中で

付加価値のある資格取得も魅力を作る方法も必要である。各業界の資格と照合しながら、作

業療法士として質の高い支援ができる人材の育成をしていきたい。 

 

 

〈模擬試験結果〉 

項目 
第 1回 

8/18 

第 2回 

12/15 

第 3回 

1/5日 

第 4回 

1/19日 

受験人数 16 17 17 17 

未受験者 1 0 0 0 

合格点 168 168 168 168 

平均点 176.1 174.1 167.3 189.1 
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仁泉（理学療法学科 学科長） 

2023年度実績報告について 

【目 標】 

入学生：40名、退学率：8.0％以下、国家試験受験率：100％、国家試験合格率：100％ 

【実 績】 

入学生：40名、退学率：8.3％、国家試験受験率：97.4％、国家試験合格率：81.1％ 

（国家試験合格率全国平均：95.2％） 

 

 入学生については、今年度も達成することができた。入試広報部との連携も効果的であ

り、興味のある学生を多く獲得することができた。 

退学率については、目標値にあとわずか届かず未達の結果となった。退学者のうち 1年

生・2年生において、学力低下による脱落者が 91％に及ぶため、高校卒業時からのソフトラ

ーニングを強化していかなければならない。 

国家試験合格率については、前年度よりは 5ポイント減少し、目標は未達、全国平均と比

べても大きく下回り達成できなかった。受験率についても 1名未受験者が出てしまい、未達

となった。 

模擬試験の結果において、第 3回まで模擬試験の難易度も高く、なかなか得点できなかっ

たが、第 4回では平均点を 20点以上向上することができた。まだまだ個別支援が必要な結

果となり、教員全員で引き続き取り組んでいきたい。 

昨年度より全員受験制度を実施しているが、学力底上げの効果が見られない学生への支援

強化が課題となる。来年度こそは全員受験全員合格を目指す。 

 

 

〈模擬試験結果〉 

項目 
第 1回 

8/18 

第 2回 

12/15 

第 3回 

1/5日 

第 4回 

1/19日 

受験人数 36 37 35 35 

未受験者 2 1 3 3 

合格点 168 168 168 168 

平均点 144.3 137.9 129.9 152.7 
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曽田（救急救命学科 学科長） 

2023年度実績報告について 

【目 標】 

入学生：30名、退学率：5.0％以下、国家試験受験率：100％、国家試験合格率：100％ 

【実 績】 

入学生：25名、退学率：3.2％、国家試験受験率：100％、国家試験合格率：88.9％ 

（国家試験合格率全国平均：94.2％） 

 

入学生については、今年度も未達となった。県外からの需要も高まりつつあるが、オープ

ンキャンパス時の連携等を振り返り、学科の魅力をうまく伝えきれていないと感じる。来年

度以降は、体験ガイダンスに教員が出向く回数を増やし、募集につなげていきたい。 

退学率については、前年度よりも 1.2ポイント増加したが、2名体制ケアが効果的であ

り、学習低下の見られる学生に対する細かい指導が脱落者減少に繋がっている。引き続き手

厚い指導に注力していきたい。 

国家試験については、受験率 100％は達成できたが、合格率は未達となった。模擬試験を

複数回実施しているが、効果が見られない試験もあるため、時期や業者選定から見直しも必

要かもしれない。第 4回模試については、難易度がかなり高く、平均点は落としたが、国家

試験対策としては細かくケアできたので、合格率アップに繋がった。 

来年度は、定期的の模試で効果が見られる業者を精査して、国家試験合格率向上に繋げて

いきたい。 

 

 

〈模擬試験結果〉 

項目 
第 1回 

10/12 

第 2回 

12/18 

第 3回 

1/15 

第 4回 

2/28 

受験人数 18 18 18 18 

未受験者 0 0 0 0 

通常合格点 132 132 132 132 

必修合格点 44 44 44 44 

通常平均点 117.5 123.9 158.3 126.5 

必修平均点 36 34.4 45.7 27.4 
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橋本（看護学科 学科長） 

2023年度実績報告について 

【目 標】 

入学生：40名、退学率：10.0％以下、国家試験受験率：100％、国家試験合格率：100％ 

【実 績】 

入学生：18名、退学率：12.3％、国家試験受験率：100％、国家試験合格率：83.3％ 

（国家試験合格率全国平均：87.8％） 

 

入学生については、未達となった。今年度、学科内の体制改善に注力したが、まだまだ問

題があると感じる。未経験教員の指導力向上や学生ケアが足りない場面もあり、これが入学

生の減少に大きく影響を及ぼしている。現在の教員で、更なる連携力向上を図り、組織力向

上に繋げていきたい。 

退学率は、前年度よりも 15.6ポイント減少できた。授業ごとに行う小テスト、そのフィー

ドバック等、学生との小さいコミュニケーションを繰り返すことで改善できたのではないか

と感じている。 

国家試験合格率については、全員受験は達成できたものの合格率は未達となった。模擬試

験を繰り返し、点が取れない学生がどんどん伸びてきている場面があったが、あと数点で不

合格となる学生もいた。本科では、模擬試験の一般状況問題の平均点の目標を 7割以上とし

ており、第 11回では 180点を大きく超えることができたが、必修問題が合格ラインを超え

ず、合格率は全国平均を下回る結果となった。  

社会人枠の増加も課題であるので、全国平均を上回り、教育訓練給付金を活用できるよう

に結果を出していきたい。 

 

〈模擬試験結果〉 

項目 

第 

1 

回 

4/5 

第 

2 

回 

5/2 

第 

3 

回 

6/17 

第 

4 

回 

7/15 

第 

5 

回 

8/10 

第 

6 

回 

9/16 

第 

7 

回 

10/28 

第 

8 

回 

11/27 

第 

9 

回 

12/1 

第 

10 

回 

1/5 

第 

11 

回 

1/12 

受験人数 19 19 19 19 19 16 18 17 19 18 18 

未受験者 1 1 1 2 1 3 2 3 1 2 2 

必修合格点 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 

一般/状況

合格点 
156 156 156 156 156 156 156 156 156 156 156 

必修平均点 35.1 35.7 35.2 39.6 37 36.7 40.1 40.2 39.3 43.3 40.7 

一般/状況

平均点 
130 128 161 165 146 139 158 165 180 176 180 
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4. 報告に対する意見 

仁泉副委員長 

各学科の報告事項に関して具体的な提言をお願いします。 

 

 

望月様（企業等評価委員） 

作業療法学科において、模擬試験の動向から国家試験合格まで効果的な指導がかなりでき

ていると感じる。教員定数より 2名不足している中で、ここまでの数値を上げることは素晴

らしい。比べて理学療法学科は、模擬試験から実績が何も変わっていないが、どうなってい

るのか。 

 

仁泉（理学療法学科 学科長） 

 模擬試験時より、学力レベルの成長が見られない学生に対し、全教員で個別支援計画を立

てて実施したが、底上げに繋がっていない。教員同士の情報交換が足りないと感じている。

担任、副担任と制度を設けているが、教員からの関わり度をもっと高めて、細かくケアして

いかなければならない。来年度は作業療法学科に負けない結果を出していく。 

 

望月様（企業等評価委員） 

ありがとうございます。また、救急救命学科について模擬試験の回数が作業、理学よりも

多いにも拘わらず、効果が見られないと感じる。模擬試験の回数や時期はどうなのか。 

あと看護学科は、いち早く教員体制の安定化を図るべきだと感じる。 

 

曽田（救急救命学科 学科長） 

 模擬試験の回数は問題ないと考えている。年に 2.3回では問題の傾向が掴めないため、今

の状態で取り組んでいる。しかし、結果として国家試験合格率に繋がっていない部分もある

ので、こちらはしっかり分析しなければならない。時期や回数は、業者の問題傾向を見なが

ら判断していきたい。 

 

橋本（看護学科 学科長） 

 ご指摘の通り、教員の入れ替えが激しく安定していないことは最大の課題である。今年も

新任教員が入ったが、現在は実習業務や学生支援もしっかりできているので継続したい。来

月からも新任教員が入るため、更に労力はかかるが、教員一丸となって組織力を高め、国家

試験合格者の排出のために尽くしていきたい。 
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西川様（企業等評価委員） 

学習環境と学生支援について聞きたい。まず学習環境について、近年の大学などでは ICT

化が進み、より効率的な授業が展開されているが、本校ではどうか。また、学生支援につい

ては、在校生のモチベーションの低下等の支援はもちろんだが、卒業生との関わりが弱いと

感じる。何か対策は講じているのか説明いただきたい。 

 

佐近（作業療法学科 学科長） 

作業療法学科としては、まず一番大事にしないといけないことは「学生支援」と考えている。 

卒業生への連携体制についてのご指摘について、コロナ禍を原因として密な関わりができてい

ない。来年度からは卒後教育体制を検討し、これまで自粛していた同窓会による研修会を再開

する方向である。 

教育環境については、プロジェクターを活用しての授業展開において明瞭な画像が映らない等

の指摘について、投影するスクリーンの更新や電子黒板の導入も視野に入れていきたい。 

 

仁泉（理学療法学科 学科長） 

 理学療法学科としては、学生支援において、学生の心身ともに相談できる体制や卒業生への

支援体制、高校・高等専修学校等との連携等がまだ不十分であるため、この課題は本学科のみ

ならず他学科にも共有して取り組んでいきたい。在校生に対しては、心理カウンセラーの導入

をして、教育環境の充実に繋げたい。卒業生へは同窓会主催の勉強会開催など、LINEなどの

活用促進、促進（年 2回）をすることで本校とのつながりを強化することを念頭に置き働きか

けする。の充実化を図る。 

 

曽田（救急救命学科 学科長） 

救急救命学科は、モチベーションが低下している学生や精神的に不安定な学生への対応に苦

慮しているのではないかとの指摘について、合理的配慮のことを考えスクールカウンセラーを

導入するなどの体制づくりを強化していく。教育環境においては、学生数が増加してきている

中で実習室や教室のスペースなどの確保が必要であることは必要なため、学年が重複しないよ

うに配慮している。今後は実習室や教室の確保のため、改修工事を検討していく。 

 

橋本（看護学科 学科長） 

看護学科では、支援についてのご指摘のとおり、不安材料が多くある。看護師になりたいが

学習についていけず、精神的に不安定となり進路変更となる場合や特別に配慮が必要な学生の

割合が多いため、対応する教員体制が確立できていない。まずは、心理カウンセラーの導入を

進めて、合理的配慮の義務化に向けての体制づくりを急務とする。教員には、外部研修へも積

極的に参加させて、独自のキャリアップシステムが必要ではないかと考えている。 
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西川様（企業等評価委員） 

ありがとうございます。あと１点、学生の受け入れ募集状況について、今年はオープンキャ

ンパスの参加人数が減っているが、来年度どのように対策していくのか。また、質の高い学生

確保について、考えはあるか。 

 

橋本（看護学科 学科長） 

ご指摘ありがとうございます。看護学科では、入試に関する受験資格について、質の高い学

生を確保するため、総合型入試の在り方を検討する必要があると考える。入試面接評価表の内

容を変更し、高校在学中に取得した資格やクラブ活動などに精力的に取り組んだ点を加点方式

で採用するなど検討していく。 

 

佐近（作業療法学科 学科長） 

オープンキャンパスの参加者数が少ないという指摘について、作業療法学科志望学生向上の

ための啓発活動をより積極的に行っていく。具体的には、オープンキャンパスの内容を再検討

し、体験型の内容に改善していくこと、教員も高校ガイダンスに参加し、志望学生が増加する

ように啓発活動を行っていく。また、地域との連携が不十分である感じるため、ボランティア

サークルの発足や地域包括支援センターとも連携し、地域住民に講座開催も視野に入れ、地域

住民と顔を合わせる関係作りを構築していく。 

 

西川様（企業等評価委員） 

ありがとうございます。他学科にも共通認識が必要なため、学校全体の問題として、丁寧

に取り組むことが必要である。 

 

5. 閉会の挨拶 

仁泉副委員長 

本日はお忙しい中、本校のためにお時間を頂戴しありがとうございました。問題視すべき

課題が多くあり、非常に有意義なお時間となりました。来年度に向けて、一つ一つ改善して

いくことをお約束します。 

本日いただいたご意見は、学校運営に活かしてまいります。貴重なご意見をいただきあり

がとうございました。 

 

 

以上をもって各審議・報告事項を終了する。 


